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エアコン 
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⑥ 主要商品 国内家電メーカー 

冷蔵庫 カラーテレビ 

デジタルカメラ 
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⑦ 市場ニーズを捉える取組み 

四季に合った展示展開 

・展示商品は、自社在庫を使い通電した状態とし、機能を実体験して頂けるようにしておく。 

・商品の質感や操作方法の良し悪しを比較して、商品選びを楽しんで頂く。 

■話題商品の展示演出 

若年層 

●モバイル 

ニューファミリー層 シニア層 

●ＷＥＢチラシ 

●折込チラシ・ＤＭ 

カード会員様向けサービスの開発 

メーカー様との連携を行うことが市場活性化につながる 
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⑧ 商品ライフサイクル 

テレビ/ＢＤレコーダー/冷蔵庫/エアコン/洗濯機 ・・・ 約１年 
  

パソコン・・・ 約３ヶ月～６ヶ月 

【ライフサイクルの目安】 
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⑨ ネット販売の台頭 

情報収集（メディア・雑誌・ネット）⇒リアル店舗 
  ⇒説明・見る・体感する⇒ネットで購入（ショールーミング化） 

ネ
ッ
ト
購
入 

実体験できる
場がなくなる 

リアル店舗 
売上減少 

リアル店舗 
撤退・店舗減少 

ネット販売 
売上拡大 

ショールーミング化 

市場への影響 

価格競争激化 

家電需要 
縮小 
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⑩ より良い商品開発・快適な暮らしのために 

 メーカー様と家電販売店との間で、売上実績数値に表れない
市場ニーズを分析・商品開発に生かすフロー構築が重要！ 

  

お客様のニーズを十分に把握するため、メーカー様と家電 

  事業者との連携によるマーケティング分析。 
 

※ガイドラインでは、これら調査において価格維持の行為と見なされる 

  場合は違法となるが、的確なニーズ把握による商品開発と販売サー 

   ビスは消費者利益に合致するはず。 

 

フロー構築にあたっては、例えば、以下のようなことが考えられる 
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⑩ より良い商品開発・快適な暮らしのために 

 お客様の安全・安心の観点から、責任をもってお客様に製品
を販売できる体制をメーカー様と連携して構築。 
 

①お客様の安全安心の確保、またお客様の安全安心ニーズに対応するため、 

  製品の詳細な説明やアフターケアサービスを行っていくことが重要。 

 ⇒ただし、メーカー様がこういったお客様への対応が可能な特定の家電販
売店に対してのみ取引を行う事は、ガイドラインの規制があり、効果的な
連携が難しい。 

 

②お客様に商品価値を伝え、適正な価格でお客様に提供する事が重要。 

 ⇒ただし、商品価値を無視した、安売り店やネット販売に対して取引を制限
する事は、ガイドラインの規制により効果的な連携が難しい。 
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新製品や商品価値が高い商品に対し、お客様利益を 

  損なわない価格設定をするためには、メーカー様、家電販
売店のお互いがしっかり商品を見極める力を養う事が重要。 

⑩ より良い商品開発・快適な暮らしのために 


